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概要 

本研究では，国会会議録から抽出した歴代首相の

答弁における言語表現の特徴を定量的に分析した。

宇野宗佑（1989 年）から石破茂（2025 年）まで首相

の答弁約 56 万文を収集し，形態素解析を用いて一

人称表現および文末表現を抽出した。一人称につい

ては単数形と複数形を判別し，文末については断定

表現と曖昧表現をリストに基づき分類した。その結

果，一人称に複数形を使用する割合が多い首相には

保守系が多く，逆に単数形の使用頻度が極端に高い

首相は革新系が多いことが分かった。一方，断定表

現と曖昧表現の使い分けについては，政治思想を反

映するような差は見られなかった。 

1 研究背景と目的 

政治的言説に含まれる言語使用の特徴の違いを定

量的に把握しようとする試みは，欧米では数多くあ

る[1] 。たとえば、上院議員[2]や最高裁判事[3]のイ

デオロギー傾向の分析、法案成立の可否を予測する

研究[4]などが行われている。一方，日本ではその種

の研究は極めて少ない。 

日本の政治的言説を対象とした研究としては，木

村らによる新聞社説を用いた右翼度・左翼度の自動

判定[5]，大南らによる国会議事録に基づく短命議

員・短命大臣の特徴分析[6]などが挙げられる。木村

らの研究は，単語・熟語・文末表現という三つの素

性を手がかりに，新聞社説をどの社のものに分類で

きるかを調べた。その結果，読売新聞，毎日新聞の

２択で，92％の正解率を出した。学習した特徴とし

て，名詞では，前者で硬い表現，後者で柔らかい表

現が多い一方，末尾表現では，前者で曖昧表現が多

く，後者で，断定表現が多いことが分かっている。  

また，大南らの研究では，国会議事録を対象に分

析を行い，短命議員の発言において尊敬語・謙譲語

などが相対的に少ないという特徴を明らかにしてい

る。その他，国会議事録を対象とした分析には，畑

中らによる研究[7]，尾崎らによる研究[8,9]がある。

また，異なる政治的言語資源の分析としては，橋本

らによるウェブ上の政治家評価サイト「みんなの政

治」を対象にした研究，橋本，東らによる国会議員

のツイッターを対象にした研究[10-12]などがある。

これらは一般の議員あるいは大臣に注目したもので

あるが，歴代の首相の発言を定量化する研究は，ト

ピックに注目したものはあるものの[13]，発言スタ

イルに注目したものは知られていない。 

そこで本研究では，首相答弁における発言スタイ

ルを対象に解析を行う。首相答弁の性質上，単語や

熟語の選択は時事的要因に強く依存する可能性があ

るため，一人称表現および文末表現に焦点を絞って

分析を行う。一人称の単数形と複数形の使い分けを

手がかりとして，首相が個人として責任や意志を前

面に出すのか，あるいは集団や合意を強調するのか

という特徴を見出すことが期待される。 

2 研究手法 

本研究では，国立国会図書館「国会会議録検索シ

ステム」[14,15]を用いて，宇野宗佑（1989 年）から

石破茂（2025 年）に至る歴代首相の国会答弁を収集

した。分析対象は約 56 万文に及ぶ首相発言である。 

一人称表現の分析にあたっては，形態素解析器

MeCab[16]を用いてテキストを分割し，「私」「僕」

「我」「我々」「自分」「わし」等の基本形を抽出

した。さらに，「たち」「ら」などの接尾的表現の

有無に基づきリストを作成し，単数形と複数形を自

動的に判別した。抽出された一人称表現については，

首相ごとに出現頻度を集計し，単数・複数の比率を

算出した。 

文末表現の分析においては，断定性および曖昧性

を示す表現を収集し，独自のリストを作成した。断
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定的表現には「である」「必ず」「明らかである」

などを，曖昧的表現には「と思う」「かもしれない」

「と考えております」などを含めた。形態素解析に

より文末表現を抽出し，このリストに基づいて分類

を行った。各首相について断定表現と曖昧表現の出

現割合を算出し，さらに代表的な頻出表現を抽出す

ることで，答弁スタイルの特徴を計量的に把握した。 

3 分析結果 

本研究では，宇野宗佑（1989 年）から石破茂（2025

年）に至る歴代首相の国会答弁を対象に，一人称の

単数形・複数形の割合と断定的表現と曖昧的表現の

使用傾向を比較した。 

3.1 一人称の単数形・複数形 

 一人称表現について，単数形と複数形の比率を歴

代の首相ごとに集計した結果を図 1 に示す。この図

のとおり，一般的傾向としては単数形の使用比率が

高いことが分かる。 

 

図 1 一人称の単数形・複数形の割合 

 特に村山富市，小渕恵三，小泉純一郎，菅直人，

菅義偉は単数形の比率が他の首相よりも高く，麻生

太郎，安倍晋三は複数形の使用頻度が高いことが分

かった。 

3.2 断定的表現と曖昧的表現 

 文末表現について，断定的，曖昧，その他に分け

て，その比率を歴代の首相ごとに集計した結果を図

2 に示す。総文数約 56 万のうち，断定文は約 10 万

（18.1％），曖昧文は約 9.6 万（17.1％），その他が

約 36 万（64.7％）であった。 

 断定と曖昧はほぼ拮抗しており，それ以外の文章

の比率が高くなっている。断定文の割合が高かった

のは細川護熙や安倍晋三であり，曖昧文の割合が高

かったのは小泉純一郎や麻生太郎であった。 

 

図 2 文末の断定表現と曖昧表現の割合 

 

断定表現の中核を成したのは「でございます」と

「であります」であり，両者を合わせると断定表現

の大部分を占めていた。他に「明らかに」「必ず」

といった強意表現も確認されたが，出現頻度はごく

少数にとどまった。 

一方，曖昧表現に関しては，「と思います」「と

考えております」「と思っております」が大半を占

めていた。これらは柔らかな断定回避の形式として，

― 856 ― This work is published without peer review and
is licensed by the author(s) under CC BY 4.0
(https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).



ほぼすべての首相に共通して多用されていた。 

 その他に分類される文末表現は，事実説明や手続

き的説明を目的とした中立的表現が大半を占めてい

た。 

4 考察 

 一人称に単数形の使用が多かった村山富市，菅直

人は革新系の首相の代表的な人物である。ほかに単

数形の使用が多かった首相のうち小泉純一郎，菅義

偉は自由民主党の首相ではあるものの，既得権益の

問題や環境問題などで革新系に近い政策を打ち出し

ていたことで知られている。一人称に単数形の使用

頻度が多いことは，首相個人としての意志や責任を

前面に押し出すスタイルであるという点で，革新的

政策との親和性が高いと考えられる。 

 一方，麻生太郎や安倍晋三などの保守系の首相で

は，「我々」「私たち」といった複数形の一人称を

使うことは，政府の一体感あるいは国民との連帯性

を強調するという点で，保守思想との親和性の高さ

をうかがわせる。以上の違いは，首相が「個人とし

て語る」のか「集団を代表して語る」のかという談

話戦略の選択に対応していると考えられる。 

 文末表現については，先行研究[5]において，保守

的な新聞では曖昧な文末表現が多く，革新的な新聞

では断定的な表現が多いという報告がなされている。

ところが，首相の答弁においてはそれと同様な傾向

は見られなかった。安倍晋三のように断定的表現が

目立つ保守系の首相がいる一方で，麻生太郎のよう

に曖昧表現をよく使う保守系の首相も存在している。

さらに，革新的と位置づけられる首相においても断

定表現と曖昧表現の使用比率に共通した傾向は見ら

れていない。 

 また，「でございます」「と思います」といった

定型表現は多くの首相で繰り返し用いられており，

儀礼性や慎重さを担保しつつ議会運営を円滑化する

役割を果たしている。一方で，この定型化は答弁を

形式的・儀礼的なものとし，首相答弁の個性や政策

メッセージの独自性を弱める要因ともなっている。 

以上のことから，首相答弁における言語表現使用の

特徴を理解するためには，断定性と曖昧性の比率だ

けでなく，一人称表現の単数形・複数形の使い分け

や，定型表現の機能を含めて多角的に検討する必要

があると考えられる。 

5 まとめ 

本研究は，宇野宗佑（1989 年）から石破茂（2025

年）に至る歴代首相答弁を対象に，一人称表現およ

び文末表現の断定性・曖昧性を数量的に分析した。

その結果，一人称については単数形が全体として圧

倒的に多く，特に菅直人や菅義偉では個人としての

責任や意志を強調するスタイルが顕著であった。一

方，麻生太郎や安倍晋三などでは他の首相に比べる

と複数形が比較的多く用いられ，政府や国民との連

帯性を前面に押し出す傾向が見られた。 

 文末表現については断定表現と曖昧表現がいずれ

も全体の約 2 割前後を占め，両者が拮抗していた。

当初の仮説であった「保守＝曖昧，革新＝断定」と

いう単純な二分法は必ずしも当てはまらず，むしろ

政権基盤や政策課題の性質といった外的要因がスタ

イルに影響を与えている可能性が示唆された。また，

「でございます」「と思います」といった定型表現

の多用は議会運営を円滑化する一方で，答弁を形式

化し，個性や独自性を弱める要因として作用してい

た。 
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